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北上山地の古生層を訪ねて

(1)気仙沼のペルム系

田沢純一(東北大学)

レプトダスまたは"リットニア"と呼ばれる奇妙な化

石をご存知だろうか.実は1883年にこの仲間を始めて

記載したE.カイザｰも誤ってこれを魚類の窟としたの

だがそれはれっきとした腕昆動物である.シダの葉

あるいは小動物の肋骨の様に見えるものは触手冠とい

第1図

レプトダス･ノビリス
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第2図気仙沼の位置･地形図

立肩沢2ミノケラ沢3南沢4淡路沢

黒沢6酉の派7狐崎沢8駒米沢

う器官を保護している骨格(内部プレｰト)である.

レプトダス属の代表的な種にレプトダス･ノビリス

(第1図)カミある.この化石は西パキスタンのソルトレ

ンジや中国南部の江西省･貴州省のペルム紀の地層から

けせんぬまかみやつ昔

多く産するがこれから述べる宮城県気仙沼市上八瀬も

その産地として有名である.

上八瀬は岐阜の赤坂とならび本邦古生層中最も早く

から調べられてきた古典的フィｰルドである.気仙沼

なべこLやま

北方に鍋越山という小高い山があるがそこで最近ペル

ム紀末期の小型有孔虫の化石が見つかりここも層位学

的に興味深い場所となった.

今回は上八瀬と鍋越山

ついて紹介する.

両地域(第3図)のペルム系に
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第3図気仙沼周辺の地質概路図

(志井田1940神戸･島津1961より改作)�
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1､上八瀬地域

上八瀬は三陸沿岸の魚港で名高い気仙沼市の町より北

西へ10kmほど入った'岩手県との県境を次す山々に囲

まれた部落である.八瀬川という南北に流れる川に沿

って大きな断層があるがそれより東側の山は全てペノレ

ム紀の堆積岩類からなる.

しげじさわ

茂路沢(第2.4図)では上記レプトダスのほか多くの腕

足類･紡錘虫･こけむし･二枚貝それに三葉虫の化石

まつぱいし

が産する.ここでとれる'一松葉石''(第4.2図)は紡

錘虫モノデイクソデイナ･マツバイシ(第7.1図)の印象

化石である.ミノケラ沢(第2.2図)ではさまざまな紡

錘虫のほか床板珊瑚ミケリニア(プロトミケリニア)･

ムルナィタビュラｰダ(第4.1図)の化石が産する.こ

巴やたいせ奉

れは土地の人に'!蛇体石"と呼ばれているがそのひと

かかえもある巨石が近辺の農家で庭石になっているのを

間々見かける.

このようにペルム紀のいろいろ匁動物化石がとれるの

で上八瀬には毎年多くの地質屋や化石マニアが訪れる.

当然のこと祖がらこれらの化石は学会でも注目されて

きた1その最初の記録は原閏豊吉氏が1890年に著わ

された“DieJapanischenInse-n"(Ver1agvonPaul

P蛆ey,BerIin)の柱かの“Tsukitate(月立)"の化石に

まつかわ

ついての記事である.気仙沼の西方松川にも上八瀬

に発達するものと同じ地層が小規模ながら分布し同様

の化石がとれる.こちらの方は1892年脇水鉄五郎氏に

よジ`北上山地に大古代化石の新産地を発見す"(地学雑

誌第4集)として紹介された.以来合目までに報告さ

れた上八瀬･松川の化石に関する論文は40編余にのぼる.

なかでも早坂一郎氏の貢献カミ大きい.同氏の代表的な

論文に“SomePemianbrachiopods壬romtheKitakami

Moun芭紋i工1s"(1は脾n.Jo岨.Geo1.Geogr.,vo1.1.1922)

“Som健Permi舳1=眺si1sfromtheKitakam1Mountains"

(Japan.Jour.Geo1.Geogr.､㈹1.2.1924)がある.

しかしながら層位学的研究は意外に少なく最近まで

志井田功氏の''宮城県気仙沼市近傍の地質について''(東

北帝大地質古生物研邦報第33号1940)と神戸信和･島津

光夫両氏による一一5万分の1地質図幅および同説明書｢気

仙沼｣"(地質調査所1961)の二つの仕事を数えるのみで

あった.筆者は1970～1971の2年間この地域の地

質調査を行いその結果を}南部北上山地上八瀬地域の

地質''(地質学雑誌第79巻1973)と“ThePermianof

Kesemuma,Kitaka皿jMomtains:Apreiiminary

report"(ChikyuKaga長u,vo1.30.1976)の二つの論文

にまとめた.上八瀬のペルム系の層序もかなりはっき

りしてきたのではないかと思っている.

上八瀬では南部北上山地のペルム系の各層が一通り揃

っている.下位より坂本沢層叶倉層登米層の順序

で重なっているがこれらはその地層名が示す様に各々

第4図

''蛇体石"と'I松葉石"
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第5図気仙沼のペルム系模式柱状図

(TA孤wA1976より改作)

()内の数字は層厚(単位㎜)�
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第6図坂本沢層の紡錘虫化石1a-bミノヤニ{ネラ･工日ンガｰタ"伽｡加μ榊"切θ1o昭〃αFU』ImT0a縦断面b横断面x50

2a-bジュｰドフズリナ･フジフォルミスP蛇〃肋J〃伽ω地棚｡r〃∫(ScH肌LwI酬)a縦断面b横断面×10

拍おふなとひころいちさかもとざわけせんすみたかのくらざわ

岩手県大船渡市目頃市町坂本沢同気仙郡住田町片倉沢上部層の石灰岩からは大きな紡錘虫ジュｰドフズリナ

とめとよまきたざわかわぷくろ

宮城県登米郡登米町北沢･皮装に模式的に発達しているフジフォルミス(第6.2図)が産する.前に述べた味

ものである.本地域で坂本沢層を見るにはミノケラ板珊瑚ミケリニア(プロトミケリニア)･ムルナイタビ

沢を歩くと良い.同様に片倉沢は茂路沢がまた登米ユラｰク(第41図)は上部層に限られる.地質屋にも

くろさわ

層は黒沢(第2･5図)が良いコｰスである･化石マニアにもあまり歓迎されないがうみゆりの化石

は石灰岩に必ずといっていいほど含まれている.

たていしざわ

坂本沢鰯は北西部立石沢(第2.1図)･ミノケラ沢坂本沢層の下部層はソ連邦の下部ペルム系下部アッ

みなみきわ

･南沢(第2.3図)の下流一帯に分布する･セル階(Asse1iαn)からサグマノレ階(Sakmarian)に

下部から中部にかけては灰白色から暗灰色の石灰岩事た上部層は同じソ連邦の下部ペルム系中部のアルチン

(層厚400m)上部は黒色粘板岩(層厚240皿)からなズク階(Artinskian)に対比される.

る｡石灰岩には砂岩や粘板岩の薄層がはさまれる.

基底部にあるとされる礫岩は残念だがらこれらの下位片倉煽は北東部から中央部にかけて立石沢･ミノ

にあって見ることカミ出来ない.全層厚は640mにおよケラ沢･南沢の上流と茂路沢一帯に分布する.

ぶ｡下位の坂本沢層とはほとんどの場所で断層をもって接

地層の走向はN-SないしNNW-SSE.40㌧6ぴするため両者の層位的関係はわかりにくい.しかし

の傾斜で東へ優く単斜構造をなす｡これは八瀬川沿い坂本沢層上部の粘板岩層が一部削鋼されたかの様に厚さ

にヒンジをもつ背斜構造の東翼の部分を見ることになるが変化しているので不整合とみて良いだろう.

からである･上八瀬の片倉層は模式地片倉沢のものが主に砂岩と石

模式地坂本沢で勘米食亀齢･三上貴彦の両氏は紡錘虫灰岩からなるのに比べてかなり粘板岩の多いことが団

化石によって本属を大きく下部層と上部層の二つに分

けられた:“Suc㏄ssionandsedimentaryfeaturesofthe

LowerPermianSaたamotozawaFormation"(Me凪

Fac.ScL,KyushuUn三v.,ser.D,vo1.16.1965).こ

の区分を上八瀬のものにあてはめると下部層と上部層

の境界は衰下部より180m上位にある厚さ2m弱の礫岩

層の基底におかれる.つまり礫岩層を境にして下1/3

が下部層上2/3が上部層ということになる.おもし

ろいことに坂本沢でもやはり境界部に礫岩層が発達して

レ､る.

上八瀬では下部層の石灰岩からミノヤバネラ･工籟

ンガｰタという小型の紡錘虫(第6.1図)カミ多産する.

につく.全層厚は1,100mに達するがそのうち砂岩

･石灰岩は中部の厚さにして約1/4260㎜を占めるに過

ぎない.その下位と上位には厚い粘板岩の層が発達し

ている.もらとも粘板岩と㌃まいうもののそれらは登

米層の典型的なものとは違っでスレｰト舜開があまり

発達しておらずいくぶん砂質ないし石灰質である.

厚さめ点では粘板岩にか狂わないが上八瀬を地質学

的に有名にした化石はそのほとん一とがこの片倉層の砂

岩と石灰岩から採集されたものである.なかでも下部

の緑色を帯びた細粒砂岩(層厚20～60m)と暗灰色の砂

質ないし泥質の不純石灰岩(層厚10～100m)には多くの

化石が含まれている･早坂一郎氏がかつて“功物価�
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第7図下部片倉層の紡錘虫･腕足類化石

1a-bモノディクソディナ･マツバイシMo伽励㈱o〃勿"刎"伽必勿ゐ加(FUm旦0T0)a縦断面b

2a-bチュセネラ･チョウジエンジス0ゐ刎8伽伽肋03加刎ゐ(CHIsAKム)a縦断面b横断面

3グラナィオシナ1グラナィオｰサスGr肋｡■伽鮒棚05刎(WA州EN)腕殻×1

4スピノマｰジニフェラ･ケイチョウエンジス3が舳刎〃g伽批閉肋3北尻｡ωε刎ゐHU州｡腕殼x1

5ステノシスマ･フムブレドネンシス砒刎03c鋤吻肋刎み伽｡伽伽ゐ(HowsE)茎殻×1

6メソロブス･シヌホｰサ〃25010肋"伽伽醐(ScHEL岬I醐)腕殻×1

7a-bスピリフェレリナ･クリスタｰク助納危〃〃舳〃吻勉(Sc皿0丁肥IM)a茎殻b脱穀

horizon"と呼ばれたものはおそらくこの不純石灰岩の

ことであろう､そこにはしばしばレプトダスの化石が

カキ殻の様に折り重たった状態で入っている.これら

の上には一見坂本沢層のものによく似た灰色の塊状石灰

岩(層厚0～70皿)が重なる.境界付近には摩さ0～

3触の礫岩層が発達し調査をする際の良い鍵層になる.

やつも鉋だいらやま

八森平山付近の地質構造は筆者か当初予想したより

も複雑である."べ一スン構造''とみるよりはNE

-SW方向に著しく榴曲しさらに同方向の断層でいく

つかのブロックに分けられたものと解釈する方が良さそ

いもうさわとやざわ

うである.それは北東部岩手県側の飯森沢･戸屋沢

付近を調査してわかったことである.

叶倉層については模式地における崔東龍(ChOi,

DongRy㎝g)氏の紡錘虫化石のモノグラフ“Per･nian

fusu旦inidsfromtheSetamaLYahagidistrict,Southem

KitakamiMountains,N二E.Japan"(Jo岨.Fac.Sci､,

Ho肚aidoUniv.,seL4,voL16.1973)がある.叶倉

層も主に紡錘虫化石により下部層と上部層とに分けられ

横断面x1O

�　

�

る.

上八瀬では下部層の帯緑色砂岩と暗灰色不純石灰岩か

らモノデイクソデイナ･マツバイシ(第4.27.1図)

チュセネラ･チョウジェンシス(第7.2図)レプトダス

ノヒリス(第1図)をはじめさまざまな化石が産する.

特に腕恩類は多くざっとみても53種を数える.到底

それらの全てをお見せすることは出来ないのでそのう

ちの代表的放もの5種を選んでみた.メソ回ブス･シ

ヌオｰサ(第7.6図)スピノマｰジニフェラ･ケイチョ

ウエンジス(第7.4図)グラナィオシナ･グラナィオｰ

サス(第7.3図)ステノシスマ･フムブレドネンシス

(第7.5図)それにスピリフコ･レリナ･クリスタｰク

(第7.7図)である.上部層は灰色塊状石灰岩から始ま

る.この石灰岩は岩質から明らかに下位の不純石灰岩

とは区別されるがそれに含まれる紡錘虫化石もレピド

リナ･ムルナイセプタｰク(第8.3図)フェ/レベｰキナ

フェルベｰキ(第8.1図)ゴドノフジュラ･エクスプ

リガｰタ(第8.2図)といったより後期のグルｰプであ

る.�
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ところで南部北上山地のペルム系ことに口十倉層相当

層についてはこれまでに多くの地層名が提唱されかな

り混乱している.狭い地域ごとに異なった名称を付す

のは層相の違いを重視したやり方なのかもしれ狂い.

しかし実際にはそのよりどころとする岩相が模式地と

何ら変らぬケｰスが多い.つまり地層名としての有効

性に疑間のもたれるものが少なくないのである血片倉

層の場合下部層を特徴づけるものは帯緑色砂岩と暗灰

色不純石灰岩である.そこに含まれるモノデずクソデ

ィナ･マツバイシやレプトダス･ノビリスは箆要な示準

化石である.上部層についても同様レピドリナ･ム

ルナィセプタｰクを含む灰色塊状石灰岩はこの層を定義

づけるものなのである.

片倉層の下部層はソ連邦の下部ペルム系上部のクング

ｰル階(Kmgurian)から上部ペルム系下部浮)カザン階

(Kazanian)に対比される.上部層はソ連邦の上部ペ

ルム系上部タタｰル階(Tatarian)の下部に比較され

ないこともないがむしろ中国南部の下部ペルム系上部

茅口階(Maokouan)の上部とうまく対比される.

登米鰯は黒沢の南に広く分布する.この地域は

NNWrSSE方向のしかもゆるく南に軸傾斜する大き

な向斜構造の北端部にあたるため登米層の比較的下部

の地層が露出している.

全層厚は約700mとみられるがこれだけの厚さの地

層がほとんど黒色粘板岩で構成されている･粘板岩は

スレｰト舜開カミよく発達しておりハンマｰで簡単に大

きな岩片がはがれる.しばしば黄鉄鉱の小さな結晶が

入っているがそれは堆積した場所が酸素の欠乏した還

元環境であったことによるものであろう.この粘板岩

から巻貝ベレロフォンとシダ植物カラミテスの化石がと

れたとの報告もあるが(神戸･島津1961前出)筆者は

何も見つけることが出来狂かった.岩相のあまりの単

調さにいささかウンザリしていたので見逃したのかも

しれない､

脈岩類はひんぱんに見られる.大部分が斑岩である

がどういう訳か登米層の分布域には大きな岩体が多い.

黒沢の中流付近に閃緑岩が割合広い範囲(東西150m

南北500m)にわたって露出している.これに伴われ

る石英脈には金が含まれているらしくそれを採掘した跡

がいくつか山中で認められる.背をまるめてやっと入

れるほどの狭いしかし奥深い穴の前に立っていると

すさまじい執念が妖気と在ってあたりに漂っている様粗

気がしてくる.

登米層の時代については永い聞きめてになる化石が

とれず不明のままにされていた.ところが最近生

層序学的に重要な化石が気仙沼の近くで相次いで見つか

りその結果本層が上部ペルム系であることカミ確実にな

った.いずれも1975年のことだカミ論文が出された順

序に従うとその第1は村岡正文･坂東楯司両氏による

もとよしひらいそ

気仙沼の南方11㎞の宮城県本吉郡本吉町平磯における

アンモナイトアラクソセラスの発見である:“Disco･

veryofLatePemianA榊"o06榊5fromtheToyoma

��慴楯�����歡浩����������渢

(Trans.Proc.Pa1風eont.Soc.Japan,N.S一,no.97.

1975).第2は筆者が気仙沼の鍋越山で小型有孔虫コラ

ニエラ･パルヴァを発見したことである(次の''鍋越山

地域"で詳述する).第3は坂東祐司氏による気仙沼の

ひがしいわいふじさわおおかご

西方10k皿の岩手県東磐井郡藤沢町大籠でのアンモナイ

トユウメドリコッディアとアルティンスキアの発見で

ある:“OnsomePermianMedlicottidaefromthe

ToyomaFor血ationintheKitakamiMassif"(Mem.

Fac.Educ.,KagawaUni∀.,pt.2,vOl.25.1975).な

お永広昌之･坂東祐司両氏はごく最近大籠でさらにク

セノディスクスとみられるアンモナイトの化石を見つけ

られた:I楠部北上山地のペルム系登米層からX伽｡み

舳3の発見"(地質学雑誌第84巻1978).

以上を総合すると登米層の下部から中部にかけて

(筆者はこれらを一梧して下部登米層とする)は粘板岩

上部は主に砂岩から注ることがわかる.上八瀬の南部

第8図

上部片倉層の紡錘虫化石

1フェルベｰキナ･フェルベｰキ吻76雌肋伽wτ加召肋(GEINIT固)

横断面×10

2ゴドノフシエラ･エクスプリガｰタCo6o拠が伽〃加召功〃ω伽(KAwAN0)

横断面x20

3レピドリナ･ムルナィセプタｰタエ砂"o1加ω刎〃挑ψ切肋(DEp趾丁)

縦断面×10一き�
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第9図上八瀬地域の地質図(田沢1973ぶ簑)

坂本沢層粘板岩2片倉層粘板岩3登米層粘板岩4砂岩δ礫崇

石灰岩7閃緑岩8扮岩･輝緑岩

に広く分布する粘板岩層は下部登米層のものでありそ

れは岩相的にあるいは層位的にも大籠や平磯に発達する

粘板岩層と対比される.後2者は新たに見つかったア

ンモナイト化石により下限はイラン中央部の上部ペル

み系中部アバデｰ階(Ahadehian)ということもあり

得るが大体においてイランｰソヴィユトアルメニアの

上部ペノレム系上部の狭義のズルフアｰ階(Dzhu脆an)

あるいは申圃南部の上部ペルム系下部の兵家坪階(W吐

｡hiapingi伽)に対比される.

つまり間接的にではあるが上八瀬南部の下部登米層�
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は狭義のズルファｰ階または兵家坪階に対比されるの

である.

2.鍋越山地域

あんぼさん

気仙沼の町からは安波山という小山の陰になってよく

ししおり

見え住いが国鉄大船渡線で次の駅鹿折(宮城県気仙

沼市鹿折)までくると西方真正面に見える山がある･

それがこれから述べる鍋越山(標高348㎜)である.

ここから鉄道線路は鹿折川に沿って北北酉の方向へまっ

すぐ伸びている.周開の山に登るとよくわかるがレ

ｰルが敷かれているきわめて直線的柾凹地形は実は冒

つめ

詰一気仙沼断層と呼ばれる北西へ約80k㎜隔てた盛岡市

の近くの目詰という所まで延びる大断層によって出来た

ものである.鹿折付近ではこの断層の東側は三畳系･

ジュラ系といった中生界酒側はペルム系からなる古生

界と東西にはっきり二分されている(第3図)｡

結論から先に述べよう.目請一気仙沼断層の西側に

あたる鍋越山の山頂付近に露出する石灰崇からはペルム

紀末期の小型有孔虫コラニェラ･パノレヴァ(第10図)の化

石が産する.この石灰岩を含む周辺の砂岩を主体とす

る地層は登米層の上部層つまり上部登米層でありそ

れは中国南部の上部ペルム系上部長興階(Changhsin-

gian)に劾比されるペルム系最上部層である･筆者は

1972年春･秋の野外調査と以後の室内研究によって以上

の結論を得それを1975年に次の論文として発表した:

“UpPermostPermianfossi1sfromtheSouthemKita･

ka㎜iMountains,NortbeastJapan"(Jour.Geo1.Soc.

Japan,∀o1.81).

丁度筆者がこの地域の調査を始める少し前よりペル

ムｰ三畳系の境界問題が国際的にとりあげられ冒本か

らもソルトレンジ･カシミｰル･イラン･トルコなどへ

調査隊が派遣されていた.国内においても中沢杢二瓦

をリｰダｰにペルム･三畳系ワｰキンググルｰプが結成

され各地での検討がすすめられていた.本邦のペル.

ム系の上限が紡錘虫･小型有孔虫化石帯の最上部パレ

オフズリナｰゴラニエラ･バルヴァ帯にまで達すること

はこの頃舞鶴帯や九州高千穂で確認されつつあったが

鍋越山でのコラニエラ･パルヴァの発見により北上山

地にもその化石帯が存在することが証明されたのである.

なおその後に出された石井健一･沖村雄二･中沢圭二の

3氏による論文“OnthegenusCOZ伽螂αandits

biostratig醐phic§{9ni丘｡ance"(Jour.Geosci.,Osaka

CityUniv｡,vOL工9.1975)には村岡正文栗が鍋越山

で紡錘虫パレオフズリナを採集された旨記されている.

上部登米層は鍋越山から安波山にかけて分布する.

きつねききさわ二まごめさわ

巡検をするには狐崎沢(第2.7図)か駒米沢(第'2.8図)を

登りつめて鍋越山山頂に達した後面の沢(第2.6図)を

下るのが良い.あるいはその逆コｰスでもかまわ狂い.

ただし山頂付近はブッシュがひどいので春先でないと

露頭がよく見れ粗い.

本属は下部登米層の厚い粘板岩層を整合的に覆ってい

る.上限は断層によって切られるため不明である.

大きくみて下位より砂岩(層厚1501n)･粘板岩(層厚100

㎜)･砂岩(層厚200m)･粘板岩(層厚75m)の順序で

重たる.全層厚は少なくとも525m一はある.ここで

砂岩としたなかには数層準にわたって発達する礫岩が含

まれる.それらは花商岩礫をもついわゆる一'薄衣型礫

岩"である､また石灰岩の薄層(層厚2～15m)も2

層準で見られる.砂岩はアルコｰズで淡褐色から帯

緑灰色の粗粒なものが多い.粘板岩は壁米層に特徴的

肢黒色でズレ』ト鍔開が顕著1こみられるものである.

化石は石灰岩から小型有孔虫コラニェラ･パルヴァ

(第10図)バラコラニェラ･レｰイ紡錘虫ラントスキ

キテスが産する.前にも触れたがバレオフズリナも

含まれる様である.石井健一･沖村雄二両氏は論文

“On肋Z〃ψ5α伽休CoZ例づθ伽faun乱fromtheUpPer

第10図コラニエラ･パルヴァCo加加3〃"クωrησ(C0Lム醐)

a縦断面b横断面x50�
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PermianofKe1antan,Ma1町sia"(Trans.ProαPa1ae-

ont,Soc.Japan,NS.,no･104.1977)のなかで筆

者がコラニエラ･パルヴァに同定したものの一部をコラ

ニエラ･メディアに比較されている.その方が正しい

のかもしれない.しかしそうであってもコラニエラ

メディアもまた最上部ペルム系の示準化石であるので

筆者の時代論にとって不都合恋ごとではない.

砂岩には腕足類と二枚員の化石カミ含まれている.そ

れらのうち2種の腕昆類を写真で示そう.一つは耳翼

が大きい一風変った'プログクタス"で筆者がメコウ

シア･ナガムライと名付けたものである(第11.1図).

もう一つは一見最初に紹介したレプトダス･ノビリス

に似ているが内部プレ』トの形態が違っておりエオ

リットニァ属の一種とされるものである(第11.2図).

ところで鍋越山で採集された腕足類のたかには北米

の上部ペルム系下部のガダルｰプ階(Guada1upian)や

イランｰソヴィエトアルメニアの狭義のズルファｰ階に

第11図上部登米層の腕足類化石

1メコウシア･ナガムライ〃階｡刎あ㎜加刎鮒〃TA趾wム

腕殻x2

2エオリットニア属の一種厄｡1〃｡〃あ｡f.伽加蜘ω〃

S且IMIzU茎琵要×2

差

�

､

､

､

鰯1

�

国1

産するものと近縁なものカミある.つ

まり小型有孔虫よりもいくぶん古い時

代を示す.しかし筆者は対比を行う

にあたって小型有孔虫の方を重視した.

すなわち上部登米層を中国南部の上部

ペルム系上部長興階に対比したので

ある.

以上で気仙沼付近のペルム系につい

ての紹介をおわる.

なお''鍋越山地域"には上部登米層

のほかにも坂本沢層･口十倉層･下部登

米層の各層が分布するが'.上八瀬地

域''の説明と重複するので省略した.

第12図

鍋越山地城の地質図

(TA肚wム1975より)

1坂本派層粘板岩

2片倉層粘板岩

3登米層粘板岩

4砂岩

5礫岩

6看灰岩

7脈岩類�


